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Abstract  

Inordertoverifywhetherthepaleodosewasfu11yzeroedatthelastfaulting，Wehaveinvestigatedtwosam－  

plesfromtheNqiimaearthquakesurfacefault，AwajiislandinJapan，WhichoccurredonJanuary17，1995．  

nesampleswerecollectedfromthefaultplaneitselfandtherestofthesameCruShzone．≠escraped  

widthswerelessthanlmmfortheformer，andlessthan7mmforthelatter．Bothsamplesoffinegrains（1～8  

FLmdiameter）weresubjectedtothethermOluminescence（rI）measurementusingthefinegrainmethod・  

rrYledetectableexistenceofthenaturalTLglowinbothsampleswasclear1yveriBedatthelastfaulting．ne  

TLintensitiesweresummedovertheplateauregiontoevaluatethepaleodosesusingtheadditivedosemethod，  

andtheresultswerecomparedwitheachother．Asaresult，theextentofzeroingwasestimated，being24～32％  

byTLintensityor31～41％bypaleodose．   

Thepresentresultsarefoundtogivelargervaluesthanthosefromtheconventionalsamplescollected血・om  

thelumpofacruShzone．Therefore，the丘negrainmethodproposedinthisstudyisthoughttobemoredesirable  

Oneforevaluatingtherealactivityofafault．  

Additionally，theestimationofthepaleodoses，annualdosesandTLageswasappliedtothefaultgougesfor  

thefirsttimeusingthefinegrainmethod．  

KeyWords：finegrainmethod，theNqjimaearth－  キーワード：微粒子法，野島地表地震断層，  

quakesurfacefault，paleodosezeroing  パレオドースゼロイング  

は じ め に  

断層破砕帯物質そのものから，断層活動の時期を直接  

的に評価できれば，活動度をより定量的に議論すること  

が可能となる．その試みは，電子スピン共鳴（ESR）   

法によって（Ikeyaetal．，1982；MikiandIkeya．1982）初め  

て行われた．やや遅れて，熱ルミネッセンス（TL）法  

でも試みられた（Sato et al．，1985；Nishimura and  

Horinouchi，1989；林，1989）．これらいずれの手法におい  

ても，断層活動時におけるパレオドース（Pβ）のゼロ  
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イングが完全であったか否かを判定することが，解決す  

べき重要な課題である．もしゼロイングが不完全であっ  

たならば，最新の断層活動年代は評価された年代値より  

も新しい，ということが言えるだけである．   

ESR法においては，ゼロイング完全性の判断基準や  

方法が，いくつか提案されてきた（Ariyama，1985；  

Fukuchietal．，1985，1986；Fukuchi，1988，1989）．たとえば，  

安定性の異なった種々の共鳴中心に由来するESR信号  

を測定し，相互に比較する手法である（Fukuchi，1988）．  

Buhayetal．（1988）は，PDとESR年代の試料粒径に  

対する依存性を見いだし，また，OH中心がゼロイング  

の判断基準として有効であると報告している．しかし，  

ESR法におけるゼロイング検証法が，そのままTL法  

に適用されるわけではない．ちなみに，石英のTLピー  

クと対応付けられているのはOH中心ではなくGe，0や  

Al中心であり，たとえば石英の375℃ピークはA沖心に  

関連付けられている（長友，1990）．   

TL法においても，ゼロイングの完全性を検証する方  

法が，HiragaandNagatomo（1995）によって提案された．  

彼らはゼロイングを試料粒子の表面現象と捉え，実効抹  

消深度（且ED）の考えを導入，完全ゼロイング検証2通  

りの可能性を示唆している．異なる粒径試料に対して同  

じgg∂が想定される場合に且丘p未満粒径の試料を用いて  

と，異なるEgβが期待される場合に最小且gD未満粒径の  

試料を用いてとの2通りである．いずれの場合も，細粒  

試料ほどより完全なゼロイングが期待される，というも  

のであるが，後者の1実例を東浦断層で示している．し  

かしながら，森本・平賀（1997）は，細粒試料がより若  

いTL年代を示すとは限らない，という事実も敦賀断層  

で見いだした．このことから，完全ゼロイングを検出し  

得たとした東浦断層の場合も，実はそうでなかったのか  

もしれない，という疑念が生じる．   

TL法による断層活動年代評価のこれまでの試みで  

は，いずれの結果も最新の活動を示すとは言い難い，と  

いうのが実状であろう．たとえば，東浦断層の32万年や  

敦賀断層の3．3万年は，日本のB級活断層の活動周期か  

ら判断すると，とても最新の活動を示すものとは思えな  

い．これには次の2つの原因が考えられる．（1）最新の  

活動で，そもそもゼロイングが不完全であった．（2）最  

新の活動で完全ゼロイングしているところもあるが，用  

いた試料が不完全ゼロイング試料で汚染されていた．原  

因が前者の場合には，最新の活動年代評価は原理的に不  

可能である，ということになるが，後者の場合には，試  

料採取方法の改善により，最新の活動年代評価の可能性  

は残される．   

著者らは，同一破砕帯試料であれば同一のPβを示す，  

との暗黙の考えに基づき，これまで破砕帯全体からの試  

料採取を行い，石英粗粒子法（Ichikawa，1965，1967；  

Fleming，1970）によって断層活動年代評価を試みてきた．  

このような試料採取法では，最新の活動年代を示すとは  

言い難い原因が，上記のいずれによるのかを明らかにで  

きない．   

最新の活動時期の明らかな断層を対象とし，しかも断  

層面というごく幅の狭い範囲からの採取によって，ゼロ  

イングしていない可能性の高い試料の混入を避け得れ  

ば，最新の断層活動によるゼロイングが完全であったか  

否かを検証できることになる．同一破砕帯からゼロイン  

グをほとんど期待できない，断層面以外の試料を採取し  

それを基準とすることによって，ゼロイングがどの程度  

であったかを定量的に評価することも可能となる．これ  

ら2つのことがらを明らかにするため，平成7年兵庫県  

南部地震時に出現した野島地表地震断層を対象に，微粒  

子法（Zimmerman，1971）を採用してPDを評価した．  

なお，微粒子法の断層試料への適用は初めての試みであ  

り，年間線量とTL年代の算出結宋も併せて報告する．  

試  料  

1．試料採取の地点と方法   

試料は淡路島北淡町富島の野島地表地震断層露頭から  

採取した．試料採取位置は34032－12－－N，134056■39－－Eであ  

る．走向N280E，傾斜880wの断層面を含む破砕帯の幅  

は1～1．5cmで，上下両盤とも花崗岩質岩石の，右横ず  

れ逆断層露頭であった．この露頭は，栗田ら（1996）が  

記した断層線からはずれているが，確かに1995年1月17  

日に出現したものである．   

野島断層は，長さ7kmにわたり北東一南西方向に走  

る，確実度Ⅰ，活動度B級の活断層とされてきた（活断  

層研究会，1991）．マグニチュード7．2の平成7年兵庫県  

南部地震を生じた本断層の最新の活動は，北は江崎燈台  

から南は富島まで長さ約9kmにわたる地震断層を出現  

させている（中田ら，1995；太田・堀野，1995）．大部分  

は東側隆起の右横ずれ断層であり，横ずれ，縦ずれ，総  

変位量はそれぞれ最大で2．1，1．4，2．5mである（林ら，  

1995；栗田ら，1996）、   

実際に試料を採取した露頭では，西側隆起で縦ずれ変  

位量が十数cm程度と小さかった．変位量の大きい露頭  

では，上下両盤の岩質が異なっており，TL特性の異な  

る試料混在の可能性が懸念され，それを避けたかったか  

らである．   

試料採取には，太陽光によるブリーチングの可能性を  

考慮して，表土約30cmをはぎ取った後，縦×横×高さ  

が約30×40×30cmのブロックを取り出す方法を採用し  

た．このブロックから，平成7年兵庫県南部地震時に活  

動した断層面を，幅1mm以下で削ぎ分けて試料［A］，  

さらに約7mm幅で同一破砕帯の面以外部分を削ぎ分け   
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て試料［B］とした．この試料回収を赤色光71x以下で  

行ったが，野外作業中の露光を考慮し，ブロック外側約  

5cmは試料として用いていない．なお，このPβ評価用  

の他，含水率およびα，β線量評価用に約200gの試料  

を採取した．試料の採取ならびに保存における一般的留  

意事項については，平賀（1993）に基づいている．  

2．試料の粒度と鉱物組成   

P上）評価に用いる試料粒径に基づいて，TL年代測定  

法は粗粒子法と微粒子法に二大別される．約100〃m粒  

径の試料を用いる粗粒子法では，試料表面をエッチング  

することにより，α線の寄与を考慮しなくて済むという  

利便さがある．本研究では微粒子法を採用することとし  

たが，その可否を確認し，試料処理の必要量を見積もる  

ために粒度分析を行った．   

試料量が限られていたため，試料［A］と試料［B］  

に分けずに破砕帯を一括した試料を，自動粒度分布測定  

装置CAPA－300（堀場製作所㈱）で分析した．粗粒子法  

に供される粒径50／∠m以上の試料は20％足らずであった  

が，粒径10／∠m以下の試料は30％を超えていた．断層面  

そのものでは，さらに細粒部分の卓越することが予想さ  

れ，微粒子法の選択は妥当であるとした．   

Pβ評価に用いる試料調整（次章参照）済み試料の鉱  

物組成が，試料［A］と試料［B］で同じであるかどう  

かを確認するため，Ⅹ線粉末回折分析を行った．両者の  

鉱物組成が異なっているとTL特性も異なっている可能  

性があり，そのような試料であれば，TL強度の比較か  

らP上）のゼロイング度を解釈することが，困難となるか  

らである．   

回転対陰極ディフラクトメータSRAM18ⅩHF（マック  

サイエンス社）を用いて得られた結果は，いずれの試料  

も石英，斜長石，カオリナイトから成り，回折パターン  

に差異を認めることはできなかった．  

測  定  

1．測定試料の調整   

PD評価に供する試料の調整は，基本的にZimmerman  

（1971）の方法に基づいた．詳細を以下に記す．   

① 過酸化水素水処理：未処理試料1gに対し10ml  

の割合で15％の過酸化水素水を加える．必要ならば，同  

濃度の過酸化水素水を初回の半分量ずつ，発泡が止むま  

で加え続ける．少なくとも1日静置後，上澄みを捨てる．  

初回に加えた過酸化水素水と同量の蒸留水で10分間超音  

波洗浄を行い，少なくとも1日静置後，上澄みを捨てる．  

この洗浄を3回繰り返した後，湿っている程度にまで試  

料を40℃で乾燥．   

② 粒径1～8〃m試料の収集：①で得られた試料   

高さ5mmに対し6cmまでアセトンを加え，10分間以上  

超音波洗浄器で試料を分散．2分間静置後，粒径8〃m以  

下の試料を含む懸濁液を回収．それを再び5分間超音波  

洗浄器で分散後，20分間静置．上澄みを捨て沈澱物を回  

収し，残存アセトンを40℃で蒸発．   

③ 塩酸処理：②で得られた試料1gに対し200ml  

の割合で10％の塩酸を加え，60分間超音波洗浄器で分散．  

30分間静置後，同濃度で初回の半分量の塩酸に交換．30  

分間静置後，無変化を確認し処理を終了．初回に加えた  

塩酸の半分量の蒸留水で3回，同量のメタノール変性ア  

ルコールとアセトンで各1回，10分間超音波洗浄後，残  

存アセトンを40℃で蒸発．なお，洗浄液は各30分間静置  

後交換．   

④ ディスクへの試料沈着：180番の布やすりで表  

面研磨した5×5×0．5mmのアルミディスクを，底の  

平らな容器に敷き詰め，高さ2．5cmまでアセトンを満た  

す．③で得られた試料約12mgに1mlの割合でアセトン  

を加え，10分間以上超音波洗浄器で分散後，0．7mg／デ  

ィスクの試料量を目安に懸濁液を均等に滴下．残存アセ  

トンを40℃で蒸発．   

なお，以上の試料調整は赤色光151Ⅹ以下で行い，試料  

の洗浄分散にはブランソニック卓上型超音波洗浄器  

B2200J3（ヤマト科学（椰）を，乾燥蒸発には送風定温乾  

燥器DK－42（ヤマト科学㈱）を用いた．  

2．TL強度の測定   

Pβ評価のために，上記の試料調整を行った天然試料  

と，それに既知線量を付加した試料との，TL強度を測  

定した．生長曲線法ではなく付加線量法を採用したのは，  

アニーリングによる感度変化の危険性を，可能な限り避  

けるためである．   

線量付加には60co620Ci照射制御装置（ヨシザワLD  

（柵）を用い，線量率10．3mGy／sで，各試料に150，300，  

450，600Gyを付加した．その後，低温ピーク除去のた  

め，100℃で4時間のアニーリングを行った．   

TL強度の測定は，TL測定装置TL2000A＆TL2080  

（HarshawChem．Co．）を用い，窒素雰囲気下で行った．  

プレヒート100℃，昇温率10℃／sで465℃まで加熱，350  

”570nmの光を透過するフィルターを用いて，TL発光  

曲線を記録した．ちなみに，当研究に供したような花尚  

岩質岩石由来の石英では，青色TLが卓越するとされて  

いる（Hashimotoetal．，1987）．   

なお，微粒子法の試料調整においては，ディスクヘの  

試料沈着ムラの生じている恐れがある．この場合，Pβ  

評価のため比較されるTL強度には，ディスク上の試料  

質量等で規格化したものを用いるべき，とふつう考えら  

れる．平賀・吉田（1998）は，本研究に供した試料では  

TL強度規格化の必要性を認めない，という結果を得，   
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試料による自己吸収効果のため下部試料のTLが有効に  

検出されなかったから，との解釈を与えた．これに基づ  

き，本報告におけるTL強度はいずれも，試料質量等で  

規格化を行っていないものである．  

3．年間線上の測定   

微粒子法によるTL年代測定では，年間線量に対する  

α，／9，γ線と宇宙線の寄与を，それぞれ評価する必要が  

ある．α線の寄与は，γ線スペクトル強度より求めたU，  

Th含有量とα効率たから計算で，β線ならびにγ線＋宇  

宙線の寄与は，TLD素子を用いて直接に評価した．なお，  

それぞれの評価誤差は，α線量についてはγ線の計数誤  

差のみを考慮して，またβ線量ならびにγ線＋宇宙線量  

については，基本的に平賀・市川（1988）に基づいて見  

積もった．詳細を以下に記す．   

（1）年間α線暮の測定 タングステンカーバイド乳  

鉢で粒径500／ノm程度に粉砕した試料を，径57×高さ17  

mmのプラスチックケースに密封，約1週間放置し放射  

平衡状態を再現した．その後，高純度Geガンマ線検出器  

GMX－20195－P（EG＆GORTEC社）を用い，チャネル数  
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4096でγ線スペクトルを測定，それに供した試料質量は  

37．56g，ライブタイムは144000sであった．標準試料に  

JG－1a，JR－1，JB－2を用いた検量線から，U，Th含有量を求  

めたが，標準試料のそれはAndoeJαJ．（1989）によって  

いる．得られたU，Th含有量にBell（1979）に基づく単位  

含有量あたりの線量率を乗じ，α効率たには一般的に使  

われている0．15（Aitken，1985）を仮定して，年間α線量  

を算出した．  

（2）年間β線土の測定 年間β線量の評価は，直接  

法（Ichikawaetal．，1982；市川・平賀，1988）に基づいた．   

試料約14gをアルミリング中に加圧成形した径40×厚  

さ4mmのディスクを2枚作成し，それぞれポリエチレ  

ンバッグに封入，その間にTLD素子粉末を挟み込み，鉛  

ボックス中に約3週間放置後測定したTL強度から，年  

間β線量を算出した．用いた素子は粒径105←150／ノmの  

CaSO4：Dy（HarshawChem．Co．）で，400℃で5分間アニ  

ーリングしたものである．水をディスクに滴下すること  

で，測定された含水率20．8％を再現する方法を採ったの  

で，水によるβ線減衰の補正は不要である．ポリエチレ  

ンバッグによる減衰補正は，IchikawaandNagatomo  

（1978）に基づき，試料と素子の粒径不一致による寄与  

率の補正は，Mejdahl（1979）のデータを参考に平賀・  

市川（1988）に基づいて行った．なお，TL測定条件は  

Pβ評価時と同様であるが，昇温率は5．7℃／sで加熱は  

310℃までである．  

（3）年間γ線＋宇宙線量の測定 年間γ線＋宇宙線  

量の評価も，直接法（Ichikawae（al．，1982；市川・平賀，  

1988）に基づいた．   

TLD素子カプセルをポリエチレンチューブに5個詰  

め，厚さ1mmの鋼パイプに封入したセンサーを，約3  

ケ月間現地埋設した後測定したTL強度から，年間γ  

線十字宙線量を算出した．用いた素子はCaSO4：Tm（松  

下電気産業（柵）である．なお，素子のアニーリングとT  

L測定は，年間ノ9線量評価時と同条件で行った．  

結  果  

1．P亡）の評価   

試料［A］および試料［B］の天然試料と，既知線量  

を付加した試料で得られたTL発光曲線を，Fig．1に示  

す．試料［A］については3あるいは5本の，試料［B］  

についてはそれぞれ4本の発光曲線を平均している．   

試料［A］および試料［B］で行ったプラトーテスト  

の結果を，Fig．2に示す．図から明らかなように，360～  

390℃を両試料に共通のプラトー領域と判断した．この  

領域の積算TL強度に基づいて描いた成長曲線を，Fig．  

3に示す．やや飽和の傾向が認められたので，指数回帰  

によって等価線量を評価した．   

なお，Pβは等価線量とスープラリニアリティー補正  

値との和で表されるが，筆者らの経験によると通常後者  

の値はせいぜい十数Gyである．それに比して，今回得  

られた等価線量は充分に大きかったので，等価線量をP  

βとみなした．  

2．年間線量とTL年代の評価   

前節で評価したPβと，前章3節に基づいて得られた  

年間線量，それらから算出したTL年代を，TabIelに  

まとめて示す．年間α線量については，100％のラドン  

散逸を想定する場合と，まったく考慮しない場合との二  

通りを算出し，TL年代値の上下限を評価した．  
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Fig．3Firsトglowgrowthcharacteristics．EachsamplenotationisdescribedincaptlOnSOfFig．1．PlottedTLintensitiesare  
summedovertheplateauregion，360～390℃．Errorbarsrepresent±16unCertainties．   
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TbblelPaleodose，annualdoseandTLageforthefaultgougefromtheNqjimaearthquakesurfacefault・  

AnnualDose／mGy・aL）   
Sample  Paleodose／hGy  TLAge／ka  

α  β  γ＋cosmic  total   

94±6（6．4）  
【A】   3．1±0．2（4．8）  0．57±0．01（2．3）  3．34±0，14（4・3）   77±5（6．0）  

1・79±0・14（7・8）0・98±0・03（3・0） 

1．30±0．03（2．3） 4・07±0・15（3・6）     142±13（9．5）  
［B］   4．7±0．4（8．5）   

116±11（9．2）  

Thesample［A］isthefaultplaneitselfandthesample［B］istherestofthesame？ruShzone，SCrapedoffablocksamplebyless  
thanlor7mminwidth，reSpeCtively・BothmeasuredsamplesarethefinegralnSOfl～8FLmdiameter・Inthecolumnsof  
annualdoseandTLage，theupperrowisforlOO％radonlossandthelowerforO％・Allthevaluesinparenthesesareerror  
percent・  

が期待されることになる．完全ゼロイングに必要な法線  

応力は，細粒試料に対してより小さくなる傾向が示され  

ているので，今回の粒径1～8〃mの試料では，さらに  

小さな法線応力で充分かもしれない．   

ちなみに，法線応力を封庄に置き換え，地球表層部の  

密度を2．5g／cm3と仮定すれば，野島断層の今回の活動  

による完全ゼロイングを，地下100m以深の試料では検  

出できたことになる．完全ゼロイング領域の法線応力と  

努断歪や変位量に対する依存性を，より詳細な実験によ  

って，TL法でも検討する必要性が大である．   

2．最新活動によるゼロインクはどの程度だったか？   

試料［A］と試料［B］の相違は，同一破砕帯からの  

採取位置が，今回の活動で生じた断層面か否か，だけで  

考  察  

1．最新活動によるゼロインクは完全だったか？   

試料［A］は，1995年1月17日に活動した断層面その  

ものを，幅1mm以下で慎重に削ぎ分けたものである．  

その最新活動時におけるPβのゼロイングが完全であっ  

たのならば，天然試料のTL発光は実質的に検出不可能  

なはずである．最新活動から試料採取時点（1996年3月  

19日）までの被曝線量は，微々たるものだからである．  

実際は，Fig．1～3，Tab［elに示したように，充分なT  

L発光が認められ，桁違いに大きなPβとTL年代，約  

8～9万年が評価された．   

粟田ら（1996）は，今回の活動における野島断層全体  

での平均変位量を，1．4～1．8mであったとしている．本  

研究に供した試料は，既述の理由により，縦ずれ変位量  

がわずか十数cmの地点で採取した．断層面の厚さが同  

じとすると，1桁小さい変位量の地点から採取したため，  

試料の被った努断歪は小さくなり，ゼロイングが完全で  

なかったと考えられる．しかし，たとえ変位呈したがっ  

て勇断歪が小さくとも，断層面に作用した法線応力が大  

きかったならば，完全ゼロイングの可能性は残される．   

伊藤・澤田（1984）は，ESR法による4断層のケー  

ススタディから，浅所でも一定以上の水平圧縮応力下で  

断層活動が生じるならば，試料採取幅を2mm程度以内  

とし，g＝1．997信号を採用すれば，活動時期の推定が可  

能との経験則を見いだしている．手法が異なるものの，  

この経験則を本研究に適用すれば，今回の試料［A］採  

取幅は1mm以下であったが，応力不足のためにゼロイ  

ングが完全でなかった，と考えられる．   

LeeandSchwarcz（1994）は，ESR信号の完全ゼロ  

イング領域を各種粒径で，法線応力と努断歪や変位量の  

関数として，実験（LeeandSchwarcz，1993）により定量  

的に示している（Fig．4）．今回の試料採取地点の変位量  

十数cmを，図中最小粒径75～100〃mの曲線に当てはめ  

てみると，約2．5MPa以上の法線応力で完全ゼロイング  

Displacement（Cm）  

4  8   12  16  20  0
 
 

4
 
 

8
 
 

2
 

1
 

（
呈
）
1
－
っ
何
－
登
0
1
S
S
巴
l
S
一
2
0
Z
 
 

0  40  80 120 160 200  
Shearstrain   

Fig・4Completezeroingconditionsfordifferentgrainsizes・  
obtainedfromESRintensities（E’）ofquartZunderthe  
shearlngeXPeriments・Smallergrainsneedsmallernor－  
malstressandshearstrainforcompletezerolngOfthe  
signal．ModifiedfromLeeandSchwarcz（1994）・   



最新断層活動時におけるパレオドースゼロイング度の定量的評価  43  

500  0  500  
PaIeodose（Gy）   AdditiveDose（Gy）  

500  0  500  
PaJeodose（Gy）  AdditiveDose（Gy）   

Fig・5Schematicdiagramshowingtheextentofpaleodosezeroingofthefaultgougesample［A］fromtheNqjimaearthquakesur－  
facefault・Inthecase＿Ⅰ，thepaleodoseofreferencesample［B］wasassumednottobezeroedatallduringthelastevent．In  
thecaseJ［，theextentofzeroingofreferencesample［B］wasassumedtobelO％byTLintensityandtherefore15％by  
Paleodoseduringthelastevent．  

ある．活動直前における断層破砕帯試料のPかや，それ  

が示したであろうTL強度は知り得ないが，鉱物組成に  

差異が認められず，試料採取位置も1cmと離れていな  

かった両試料では，同じであったと考えることが自然で  

ある．そこで，形がほぼ一致した両試料成長曲線を横軸  

に沿って移動させ，全データが乗る合成成長曲線を指数  

回帰によって求めた．今回の活動による試料［A］の，  

ゼロイング度の定量的評価結果を模式的に，これに基づ  

きFig．5に示す．   

ゼロイング度は，天然試料のTL強度を直接比較する  

ことによって評価できる．試料［B］が今回の活動でま  

ったくゼロイングしていなかった（Case＿Ⅰ）とすると，  

試料［A］のゼロイング度は約24％と評価された．試料  

の成長曲線は飽和傾向を示す領域にあるため，この値が  

そのまま評価年代の減少率とはならない．TL年代の減  

少率は，年間線量が両試料で同じであるから，Pβの減  

少率で表すことができる．各試料のPβあるいは合成成  

長曲線に基づくと，それぞれ約34％，約31％のゼロイン  

グと評価された．   

もし，試料［B］も今回の活動で多少ともゼロイング  

していた（Case＿Ⅱ）とすると，試料［A］のゼロイング  

度はより大きく評価される．試料［A］のゼロイング度  

ZAは，天然試料のTL強度比NA／NBを用い，試料［B］  

のゼロイング度ZBの1次関数として表される：ZA＝〃A  

／〃B・ZB＋100・（1－〃A／〃B）．試料［B］のゼロイング  

度は，採取幅7mmにわたって直線的に減少し，その平  

均が試料［B］の天然TL強度を与えていると考えれば，  

約19％と見積もられる．しかし，指数関数的に減少する  

と考えるのが自然であり，これより小さな値，多めに見  

積もっても10％程度，が妥当であろう．すると，試料  

［A］のゼロイング度は，TL強度で約32％，P上）で約  

41％と推定される．   

試料【B］のゼロイング度を0～10％と仮定してではあ  

るが，今回の活動による試料［A］のゼロイング度を，  

TL強度で24～32％，Pかで31－41％と見積もることが  

できた．試料［A］と試料［B］を合わせたような，従  

来の破砕帯全体からの一括試料採取法によったとすれ  

ば，試料採取幅による加重平均ゼロイング度は，TL強  

度で3－13％，Pβで4～18％にしかならない．   

なお，試料［A］はもちろんのこと，試料［B］のT  

L年代12－14万年も，源岩と考えられる野島花南関緑岩  

のK－Ar年代80．9±4．OMa（水野ら，1990）に比べて格段に  

若かった．これは，今回の最新活動に先行する度重なる  

断層活動によって破砕帯が形成された際に，不十分にせ  

よゼロイングが繰り返された結果と考えられる．   

（1）最新の活動によるゼロイングは，そもそも完全  

でなかったが，たとえそのような試料であっても，試料  

採取を断層面そのものに限定することによって，評価さ  

れるゼロイング度を大幅に上昇，TL年代値の嵩上げ量  

を大きく減少させることができる．   

（2）断層面からでは多量の試料を採取することが困   
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難であり，より細粒の試料が卓越することも考慮すれば，  

断層の活動度評価には，粗粒子法ではなく微粒子法が最  

適と考えられる．  
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